
例では.その一つづつにおいて.サルの柾も柏只なり,

偶然的な契級でなされている机 これらを組み合わせた

験によって marrOW.boncをたたき割り marrow を食

'Rす可能性を椛かめることができると皿われる｡そして

46咋皮は.その胴段脚として-l-･MllL'的に,まずサルが肉を

f即Itに企す可他姓があるか-これは,フィールドでの和

岱例が諸',:干あるにすぎない-を確かめるために,Ⅱ研の

上記の3種類のサルに肉を与えて見た｡以下その報告で

ある｡

1. red･facedmonkey,capuchinmonkey,chimp-

anzeeに直接与える前に,前段階としてソ-セージ(良

十肉)を与えた｡chimpは食しようとしないが,他の2

柾のサルは手渡しで,ちゅうちょせずに食す｡

2.'ilT二段PL,fとして,馬肉の小片を焼いたものと水た

きしたものを与えた｡小片のgtnは,15-30gで骨付き

のもの｡ chimp は企しないが.仙2柾は冊ごと.手に

取って,ためすことなくバリバリと企す｡chimpは1と

2の段粥において,-7･･に耽ってためし.ロをつけ.缶で

なめてからすてる｡

3.節三段脈として,I.ty内の大きな片,約200gの骨付

きモモ内を与えた｡capuchinとred･facedmonkeyは.

約30分かけ骨も残さず平らげた｡

以上によりこの2柾はCaptive状態では.何叫こ,そ

して好んで肉,骨,marrowを企すということが確認さ

れた｡

志賀 A,B2.C群をめぐるオスザルの転出入

くつ
好広fi- (京大 ･理 ･自然人相)

1)A郡への転入.才槌爪

前咋皮の相/LI,'･に続いて.A郡 (餌付け郡)-の転入か

ら述べると,A郡に接近しはじめるのはほとんどが5才

以上,托入するのは7才以上で,1-数日だけの接近例を

除き,それ以上の期間群れにくっついて渉いた個体の接

近の季節は,ほとんどが交招糊である｡交尾糊に接近し

交尾期終了前後に去り,翌年は少しはやめに抜近し,と

いった周期を1-数年繰りかえして転入する例が多い｡

転入は7才以上のオスの乾山したあとに行なわれ,7才

以上のオスが転出していないときには,接近しても托入

しないことが多い｡転入に際しては,オスの岬i位の叔下

位で入っている｡転入個体の出身群は不明である｡

印̂より転山した個休のA群への復帰は3例みられる

那,2例は5才 および7才で, ともに 1カ月 で朽軌Il

L,1例は20才以上の個体で,交尾iglを令め8カ月いて

円転目した｡

2)給餌されない群での例

B2郡には,1972年 lJ]現在,A郡にいたことのある

オスが5好い るが (松個体数22ql).これを含め4才以

上のオス7亘かIl,1969fr･4月以前にこの那れにいた可能

牡のあるものは15才以上と思われるオス1好iのみで,ま

た現在いない少なくとも2功1のオス (ともに20才m後)

が,1969年8月 にはB2相 こいた｡餌付いて個体数の急

増したA群が近くにいるとはいえ.すべてのオスが,か

なり速く入れかわることを示唆している｡C郡にもオス

は10個体くらいいるが,A群より忙入している個体はオ

スのJln位のかなり上位を占め,この個体より11Fi位の低い

もの3頭とあわせて少なくとも4頭は,仙群からの転入

個休と考えられる｡

3)転出の勤規

A郡においては,那れ内でのオスの順位をめぐるあつ

れきがあるところへ.外から知りあいのオスが111独ない

し仙群の-Elとして接近したことをきっかけに托tjlする

例が多いが,こういった群れ内外の粂t'紬iなければ帳山

しないというのではなく.すべてのオスが出る仰向を持

っているように思われる｡

〇 二ホ ンザルの性行動
- コミュニケーションとして

桜本知郎 (京大 ･理 ･自然人相)

ニホンザルの性行動を扱った研究には,●水原 (1957),

経口 (1958),Tokuda(196ト2),lIanbyetal.(1971)

などがあるがこれらは,主として社会学的見地にたって

おり,行動についての詳細な記述はなされていない｡ま

た,性行動をめぐる言古行動をその記号性という見地から

追求したものもほとんどないといってよい｡私はニホン

ザルの餌付けされた群れを対象にして,オスとメスが出

会い,交尾し,別れるまでに見られるあらゆる行動を記

載し,そういった行政の迎鎖の中に,行動の突起,稔的,
そして法則性をみいだすことを試みた｡

対 象 ･期 間

志田高原地獄谷の芯究A群 :1971年10月29日～11月29

口｡

前的山A.B.C群 :1972咋1月11日～2月7月

(なお',閃崎山における調壬王は.詔技研の共同研究とし

て行なった)｡

方 法

那れがエサ掛こ山ているときに,エサ場およびその周

辺部において,主として充I汚したメスを追跡して,オス

とメスのそれぞれの行動を記録した｡
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